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 地方自治法第99条の規定により、下記のとおり意見書を提出します。 

記 

人工呼吸器の使用や喀痰吸引等の医療行為が日常的に必要である医療的ケア

児・者や複合的な支援が必要である重症心身障害者の生活は、本人の懸命な努

力だけでなく、休みなく支え続ける家族の献身的な介護や地域の保健、医療、

福祉サービス等により成り立っている。 

 しかしながら、医療的ケア児等が利用できる放課後等デイサービス事業所等

の整備はいまだ十分とは言えず、家族は事業所等のある地域まで、時間をかけ

て送迎等を繰り返さなければならず、負担は依然として大きいものがある。 

本年「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が改正され、

支援対象の拡大や支援施策の充実が盛り込まれたが、その実効性を確保するに

は、受入れ体制の整備の促進や、必要な人材の確保に向けた対策の強化など、

地域の実態を踏まえた総合的な取組が求められている。 

 よって、本県議会は、国会及び政府において、医療的ケア児等とその家族が

住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、次の事項について

特段の措置を講ずるよう強く要請する。 

１ 医療的ケア児等を受け入れる事業所及び医療機関の新規参入並びに安定的

な運営に向けて、施設整備や人材確保に係る費用に対して財政的支援を行う

とともに、安定的な人材確保のため、サービス報酬の水準を引上げること。  

２ 市町村等が行う医療的ケア児等支援センターを中核とした支援策に対し、

国庫補助の基準額の引上げなど、十分な財政措置を講じること。 

３ 共生型サービスは、介護保険又は障がい福祉の既存事業所の活用ができ、

医療的ケア児等の受入れの拡充や地域における支援体制の強化につながるも

のであることから、報酬体系の見直し等実態に応じた支援策を講ずること。 

４ 医療的ケア児等を支える家族の負担を軽減させるため、短期入所や訪問看

護、生活介護、タイムケア等のレスパイト支援を充実させ家族が仕事や家事

等に必要な時間を確保できる体制を整備すること。 

宛 て 


